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イギリス国民保険制度の形成過程 (その2)

— 1 9世紀末における社会思想と労働運動一 一

飯 田  鼎

( 1 ) 19世紀未期の社会主義. 社会改良主義文献—— その意義と影響

( 2 ) ，労働市場と労働運動—— 1886年と1889年

( 1 )

1 8 8 0年代，イギリス資本主義が，その爛熟したなかに次第に顏處のきざしをみせつつあった頃,

労働者階級をふくむひろく一般大衆の生活状態に関心をもった人々は，大別して，つぎの3 つのグ

ループにわけることができた。まず第1 に社会主義者，第 2 に,主として哲学的急進主義の廣響の

下に実！E主筹から次第に社会，労働問題に関心をもった人々，そして最後に,キリスト教の立場か

ら社会事業に専心した人々のグループでもる。これらのさまざまのグループのうち，.社会主義者の

グループの場合は，クラフト• ユニオンから排除されていた不熟練，半熟練労働者の想織化，失業

者，都市貧民，半失業者および季節労働者の自算を促進し，体制変本への途を開こうとするもので
(1 )

あ.つ':C ,後にみるように, S D F の運動に, もっともよく代表さ; る。つぎに, ミル（J.S. Mill) お

注（1 ) H. M. Hyndman (0 r英国における社会主義の歴史的甚礎j (The Historical Basis of Socialism in England, London, 
1883)は, マルクス，「資本論」第1卷フランス語版によって. ’ 15世紀以降のイギリス社会の歴史的発展を，史的I但物 
論の立場から書き下しているが，労働組合の役割については，その社会主義運動との関係において，全く否定的である 
ことが特徴的でもるとともに，との態度は，後のイギリス社会主義運勘の軟衛Hi大きな影響を及ぽした。Hyndmanは， 
つぎのようにいう。 ， ：.

■■労働組合は，従来朔力であったし. 実に，いまもなおある程度まで強力であるけれども，しかし労働組合は，全労 
働若人ロ（the total working population)のきわめて少数の部分にすぎない。 揉，労®組合は,，''労働資族（an aristo
cracy 0ムlabour〉を構成し，彼らは，ますます近づいてくるチ；f烈な闘♦ に直旧して，労働者のたに，彼らf:|身の労働に 
fcV、する:その本来の支配することができるプロレタリアートにた、、しては，障害以外の何ものでもありえないj (Hynd
man, ibid., p. 287)。こり叙述は，当時の社会主義，勞働運動において* 2つの大きな問題を投げかけるものであった。 

ひとつには，労働組合（この場合は，熟練労働者とし,て.のクラフト. ユニオン）力V 保守的であt) ,しぱしぱ反社会主 
義的であることは事実であるとしても，マルクス在義は, この点について，たとえは•，第1インターナシ51ナルの決議 
にみるように，その役割の評価の反丽では，労働組合主義の戦術，戦略と矛盾する面'をもつこと, 第2に, これと閲g  
して,̂ SDF力;労働組合迎動に浸透し得ず，•マルクス主義は，イギリス社会主義のイデオロギーから排除される結果を 
もたきしたのでibる。 . '  ；
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:旧学会雜誌J 69卷6号 （1976年6月）

よびスペンサー(Herbert Spencer)等の影響をうけ， いわゆる実IE主義者（positivist) として労働者 

階級の状態に関心をもち，その調查研究あるいは救済に全力をつくした人々, 1860年代には， 

ビーズリ 一 （Prof. Beesley), のち， チヤ'—ルズ•プース（Charles Booth) や シ ボ ー ム ，ラクント 

リ 一 （Seebohm Rowntree)およびクュップ夫妻（Sidney and Beatrice W ebb)などの研'究に代表され 

る。そして最後に，キ I)スト者的ヒューマュズムの運動の実跋者としてのア- • ノルド，トインビー 

(Arnold Toynbee)やウイリアム，プース（Wmiam Booth)の名が，と < に有名でもる。し力、しこれらの 

社会主義者および社会改良またちの関心は，前者は社会保制の変本を通じてのみ，貧困を解決しう 

るとしたのにたいし，他の 2 者は，急激な社会変革9 手段によらず，議会を通じての立法的な手段 

あるいは，キリスト教'的な社会事業運動の推進によって，つまり社会改良政策(sodal improvement or 

amemoriation)によって，貧困の問題を解決しうるとしたことによって，対照的な立場を明らかにした^

ところで， 1880年代における社会主義運動の哥楊は， 1881年のヘンリー，ジ3 — ジの r進歩と 

貧困」 (Henry George, Progress and Poverty, 1 8 8 1 )とハインドマンの「万人のためイングラ：/ ドj 

(H. M, Hyndman, England for All, 1881)および1883年 の 「社会主義者は明らかになったj (Ibid., 

Socialism made Plain. 1883) をはじめとずる一連の社会主義的文書によってその幕が切っておとされ 

たが，しかしこれらの文書は，いずれも，社会主義の教義の平易な解説を旨とする啓蒙的文書であ 

り，プロレタリアートの解放にとって，社会主義の重要性を訳えるものではあったが,同時に労働 

者および貧民の実態を鮮明にし，そのなかから社会主義の必然性を明らかにしようとしたi：ころに  ̂

大きな特徴がみられた。

1883年 6 月，ロンドン，ウェストミンスター区，プリッジ街9 番地，パレス• チェンバーズ（Palace 

Chambers, 9, Bridge Street, Westminster, S. W .)で開かれたS D F の執行委員会において，ひとつの宣 

言が決譲として採択され， *■社★ 主義は明らかとなった一一社会民主連盟の社会的，政洽的宣言J

と題する小冊子として発行された。赤表紙で，その上の方には，「5 方 1 千部発行，価格 1 ぺニ 

と印刷され，下部には，「教 せ よ ， 煽動せよ，組織せよ」 (Educate, Agitate, Organize) と書かれて 

あり，その裏表紙には，I8 8 4年 8 月 4 日に開かれた総会で通過したI■綱領および親約J (Constitution 

and R ules)が揭げられている。わずか8 ページの内容であるが，当時の社会主義運動の動向を探る 

重要な史料というべきであろう。

おそらく，H yndm anの筆に成ると思われるこの文書は，その冒頭につぎのようにえる。

しかしHyndtnanによるS D Fめ街導が，当時，完全に-誤まゥていたかというと，必ずしもそのように言うことは 

できない。何故なら，不熟練労働者や半失業者，あるいはルンペン，y ロレタリアートが，たとえぱ1886年の大衆デ 

モンストレデシg ンや1889^}1のドック《ストライキでは，きわめて大きな役割を演じ，これらの大衆的な蓮動が，失 

業保険を中心とする国民險制度の確な, および後にみるように最低賃金制の制定に政府をふみきらせるのに，決定的 

な役割を染したからである。しかし, それにもかかわらず，SDFが，Hyndmanの指導の誤まりのために,組織労働者 

のなかに浸透しえず，やがて. Hyndnrnn自身が，ナショナリズムの方向に移行していくのは，1 9世紀初頭から2 0世 

紀初照にかけてイギリスにおけるプルクス主義速®)の理論的啦界を示している。
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イギリス国民保険制度の形成過程（その2 )

「同志諸君， ,

もし人民大衆（the masses of the people)力も今迄あったよりも悪い状態に，近い将来おかれる

のに満足するのでなければ，いまや自分き身の手で慎重に仕事にとりかかることが絶対に必要

である時が来た。いまや，お:会的，政治的権力は，同志諸君の労働に寄生して生活する人々に

よって独占されている。そしてトーリーも保守主義者もホイッグも，自由党員もあるいは急進

主義者も, ただ，労働者にもっとも関係の深い真実を，彼らが知りえない状態におくことに努
(2 )

力しているム

きわめて煽動的な調子をもってはじまるこの文言は， さらにつづけて，「1832年第 1 次還拳法以 

来，資本家隙級は，穀物法というひとつの重要な問題を除いて，同盟を結んでいたが，1846年，穀 

物法の撤廃以後は，土地貴族と資本家はその利害が完全に一致し，連合主国の数百万の労働者の完 

全な支配者となり，彼らの支配があまりにもぐ全なので，1848年の革命以来，彼らの支配を転覆さ 

せようとする連動はおこらなかったJ とのべ, 労働者階級の惨めな状態にふれ，つぎのようにのベ 

ている。

「過去5 0年もの間, わが労働者たちは，食うや食わずの賃金を求めて，お5 ：いに競争して生 

きてきた一方には，との国の富と国民所得は， 3 倍以上も増加したのに，これらの富をつくり 

，出した人々は，長時間労働に苦しめられ，充分に食事もとれない状態のままに，あらゆる危機
( 3 )

に奔弄され, ひきつづいておこる経済的沈滞の儀牲となっているJ。

要するに，以上のような状態が続くのは，労働者が無智であり，しかも土地貴族や資本家たちは, 

上院や下院の議席を独占し, 彼ら自身の利益以外, 何物をも考えないからだというのである。この 

ことについて，宣言はさらに具体的につぎのような数字をあげて訳えるのである。

連合壬国の全生ま物................     1,300, 000, 000ポンド

地主，資本家および利益追求者の分け前...........，1 ,000, 000,000ボンド

生産者に残された部分 *.....................................300,000,000ポンド

この数字が，果して客観性のあるものかどうか，あるみよどのような公式統計によるものである 

かは明らかではないが, ともかく，宣言は♦ この数字について沈思することを訴える。もはや労働 

者ならびに生産者は，彼らから収奪しまた抑圧する人々の利益のために維持される議会政治制度に 

服従する必要は毫もないことを力説する。 I

このような支配体制を覆すにはどうすべきか。「教育せよ； 煽動せよ！ 組織ぜよ！_ 1というス 

ロ一 ガンが出てくるのであるが，ここで注目すぺきことは, すでに今迄の叙述に明らかなように， 

S D F は， 労働全収益権の理論的立場に立つとともに，社会主義者が，議会の選举に立候補するこ

注（2 ) Socialism Made Plain, being the Social and Political Manifesto of the Social-Democratic Federation, London, 1883,
( 3 )  Ibid., p p .1〜2, 、

、 — 23(255) —
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r三出学会雑誌j 69巻5号 (1976もS6月）

とにたいして徹底的に反対の態度を持したことである。後者の問題は，後に社会主義連励史の上で 

大きな問題を提起することになるが，それはともかく， S D F は， どのように，具体的にその運動 

を展開し，さらに新しい社会の建設を示唆するのであろうか？ 興味深いことに， S D F は，イギ 

リスにおける土地貴族の支配体制における重要性を指摘しこれにたいして，まず攻撃の矢を放ゥ 

ている。

f■あらゆる富は， 労働に帰せられる。 それゆえに, あらゆる富は，労働者}̂ 1帰せも；̂るのが 

当然である。

しかしながらわれわれは、わが国にりながら票邦人である◊ , 3 万人の人々が，大英国の土 

地を所右し，それによって， 3 千方人の人々が，苦しまなければならない。長い盗寒と强奪の 

連続こそが，われわれから， れわれのものであるべき土地を海い，少数者の辑織された暴力 

力' ; ,数世代にわたって，冬数者の未組織の暴力から奪..い，これを專制的に支配した。われわれ 

は，いまや土地の国有化を要,求する。田園お.よび都会の土地> 鉱 |1 | , ,公園, 山地，荒燕地，す

ぺてが，人民によって人民のために所有され，人民自身が適当と認める（see fit to ordain) 条件
( 4 )

で保持され，利用され，その上に建物が建てられ，耕作されるべきでちるJ。

つづいて宣言は，土地唐族の攻撃から資本家階辨へのそれに餘を転ずる。13億ポンドの年生産額 

のうち，労働によらずにその分け前を獲得する地主階級と資本家階級の富の辑額は1 0億ポンド， 

そのうち，地主階級が占取する部分は, 実に6 億ポンドに達する。実に数千人にすぎない国債所有 

者が，年額2 千 8 百万ポンドを得ており，これとならんで現に活動している資本家階級，金融業者,

農業資本家, 鉱山経営者，下請業者（contractors),中間的業者，工場経営者など, これらの,いわ
( 5 )

ぱ現代の奴綠所有者(slave driver)などがその分け前にあずかるとしている。この場合，宣言は，M  

主階級にたいするはど，産業資本家階級の分析と批制ははげし <：ないが, ‘‘これは，ひとつには，当 

時ィギリスにおけるマルクスま義経済学研究の未成熟と，他方，イギリス資本主義自体の性格をも,

ある程度，反映しているものとみることができる。.................. ..................

それでは，当面の問題と.して，よりよい社会の建設のために，どのような手段が採用されるのか 

といえぱ，

(1) 爐全な職人および農業労働者のための住居の強権による建設,これは人口に比例して建設さ 

れ，建設および維持に耍する費用を支弁しうる家賞で貸し出される。‘

{ 2 ) 無償の義務教育，この場合，あらゆる学級にたいし, 各学校とも，少な<：とも1 日1 回の快 

遮な給食を行う。 , ；

(3) A 時問労働制，もしくは, あらゆる職業において， 標準労働日（the normal working day) よ

4i
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イギリス国民保険制度の形成過程(その2 )

りも少ないものであること9

( 4 ) 累進課税, 但しそれは, 年額3 0 0ポンドを超えない一定の最低額以上0 あらゆる収入にたい 

して行われることを

( 5 ) 鉄道の国有化, 有償もしくは無償で。

( 6 ) 国立銀行の設立,これによっ セ，貨幣もしくは信用活動から利潤を得るあらゆる私的な譜制 

度を服収させること。 . , •

( 7 ) 国債を急遽廃止すること。

(8〉 ± 地の国有化, これによって，協同主義的な諸原則の上に立つ国家管理の下で，農業および
(6 )

産藥軍の組織。

われわれは今日，この要求のうち，部分的に実現されたものもあり，社会主義運動のスローガン 

としては，すでに陳腐な'ものであることを認める。しかし何故に，このような要求が, 殊更に，と 

の時期に，S D F によって提起されたかを考えてみる必要がある。

，イギリスにおける住宅問題の深刻さについては，すでに，フリードリッヒ♦ ュシゲルスが. 1844 

年， 「イギリスにおける労働者階級の状態J のなかで，マンチェスターについて克明}t 描写し，そ 

の後，「住宅問題」によって' この間題の理論的解明を試みていることは周知のところであろう。こ 

の時期，ロンドンにおける深刻な住宅問題に照明をあて，® 金 ，労働時間をはじめとする労働条件 

とならんで, 労働者生活に決定的な影響をあたえることを訴えたのは，1883年,マクミラシ社から 

発行されたオクタヴィア，ヒルの論文集「ロンドン貧民の住宅丄（Octavia Hill, Homes of the London 

Poor, London, I883) であった。ここで参照されるのは，I883 年版であるが, 初版はすでに1875年に 

出ており， 1866年から1875年までの10年間，彼女が論文として発表したものを収録している。す, 

なわち，初版および第2 版へ0 序文につづいて，

I . ロ ンドンの小屋（Cottage Property in London) (Fortnightly Review, November. 1886)

n .  ロンドン，コートの  4 年 間 の 管 理 (Four Years' Management of a London Court) (Macmillan，s 

Magazine, July, 1869) ' '  '

ロントンにおける家主と借家人.(Landlords and Tenants in London) (Macmillan's Magazine, October,

. 1871)

IV".慈善jSJ体内部での有志者の仕事（The Work of Volunteers in the Organization of Charity) (Mac- 

'millan’s Magazine, October, 1872) ,

Y 有志者と.救'貧法役職者との協力.(Coopeî ation of Volunteers a,nd Poor Law Officials) . (Report to 

Local Government Board, January, 1874)

V I .何故>，労働者化宅法は必要か（Why the Artisans’ Dwellings Bill was Wanted) (Macmillan*s 

注（6) Ibid,, pp. 5~6.

— 2 5 (2 5 5 )-------
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Magazine, June, 1874)

V H ,人民のための場所（Space for the People) (Macmillan's Magazine, August, 1875) 

Octavia Hill (1838〜1 9 1 2 )は，1865年以後，都市における住宅問題に開心をもち, ドンのい

わゆるスラム街の整理と再建とする住宅改草運動に先駆的な役割を果U その後の社会福祉および
( 7 )

スラム改參運動の概念に深い影響をあたえたといわれる。 ,■

この書物の重要性は，その第2 版序文にのべられているように，労働者住宅法の.不可欠であるこ 

とを訴えることによって，世論を起し労働者住政策を社会政策として把握した点にある。

1870年代から8 0年代にかけてのイギリスの大都市における住宅問題は，大体つぎの3 つの面か 

ら考察される。まず第1 に，地主の権利強化のため，労働者住宅の立地条件の悪化と非衛生的環境, 

住宅供給の絶対量の不足と質的な劣悪さ，そして第3 に，地代の昂騰とその結果としての家賞の上 

昇を利用して，利潤獲得にしか関心を示さない住屯資本でちる◊ イギリスへの最後のコレラ襲来の 

年として記億される1866年，やや理想主義的な熱情に燃えたOctavia H i l lは，ジg ン，ラスキン 

とともに，ロンドンの貧民窟の净化と清潔な労働者住ホの建設を意図した。この時期に，衛生およ 

び住宅の規制の面で，最初の重要な立法的な措置がとられたのであって，たとえぱ1870年代に院外 

救助の終局的な廃止となって結実し，都市貧民救助の歴史の上に®期的な一真をもたらした首都貧

民のための共同基金制度が確立され，これと結びついて，慈言組織協会（Charity Organization Society
(8)

，.…‘ 以下COSと略称）を中心に, 不定期就業者にたいする組織的な救助がなされた時期でももる。 

C O Sの中心的人物でib ったサウスウッド• スミス（Southwood Sm ith)を祖父として育 っ̂た'彼女は， 

やがて， Beatrice W eb bと同じぐ教貧法にかんする壬立委員会の一員となり，国民保険制度の制定

に参加するのであるが, 彼女が， John R u sk inの協力をえて行おうとした労働者住宅の建設事業は,
( 9 )

キリスト教的なヒューマニズムに導かれたものであるとはいえ，決して恩恵的なものではなかった。 

あくまでも労働者の自覚と独立の精神に根ざしたものとして展開したところに大きな意味があり, 

社会政策としての住宅政策への途を開くものであった。 ‘

f■私は，ラスキン氏の前に，その計画を示しましたところ，彼は温くこれをうけいれてくれまし 

た。彼は直ちに, これに必耍なすべての金を出してくれ，さらに, あらゆる危険を，启分自身 

でひきうけるといってくれたのです。しかし彼は，つぎのような意因を明らかにしました。つ 

.ま.り，これについては，金銭的に採算'がとれる（it could be made to p ay)ようにできれぱ，’ふ層 

有効だろうということ，そして，労働者は，自分自身の家について，家賞を支払うことができ 

るようにすべきだというのです。住宅の建設に支出された金額は，投下された資本について，

注（7'i Kellow Cheaney, The Victorian Underworld (Pelican Book), 1872, p. 145'
( 8 )  Gareth Stedman Jones, Outcaat London, A Study in the Relationship between Classes in Victorian Society. Oxford, 

1971, I)‘ 15. 、

C 9 )  Maurice The Coming of the Welfare State. London, 1974, p. 140.
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Octavia Hill, Homes of the London Poor, London, 1883, p . 18. 
Octavia Hill, ibid., pp* 18〜19.
Ibid', pp. 19>-̂ 20.
Ibid,, p. 22.
IWdリ p. 26. '
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イギリス国民保険制度の形成過程（その2 )
^  (10)

適正な利率で償遺されるべきだというわけですJ。

ここには，近代資本主義的合理主義の精神とともに，社会事業の理念としての恩恵セはなく，社

会政策としての権利の思想をみることができないやあろうカ̂ _ 結局波女は，7 5 0ポンドを費して，

3 軒の家を購入し， さらに7 8 ポンドを理に支出しかなりの成功をおさめることができた。す

なわち，この計画が行われた全期間，恶資な負僮 (bad debts)は， 2 ポンド1 1 シリング3 ぺンスの

少額にとどまったのであって，その成功の秘訣は家賞を徵収する場合のr極端な規則正しさと精励,
( 1 1 )

(extreme punctuality and diligence in collecting ren ts)であっすこといわれる*

ロンドン貧民街における労働者住宅の特徴は， 小住宅を借りている下層階級の人々(the lower

class of p e o p le )ゼ、 貧民にその-^室を賞貸しすることにあった。 そしてこれらの下層階級を支配す

る者は家主（landlord)で，彼らしばし fri’道德的に類廃し,こうした状況がしばしぱ犯罪の巢窟を

. 発生させ，，特殊な関係を家主又は女家主（landlord3 and landladies)と結ぶ借家人は，比較的安い家貧

で借りられる反面，正常な生活を営む者は，しぱしぱ不当につり上げられた家賃を支払ちことを余 
(12)

儀なくされたといわれる。しかし何といっても，住宅条件の劣悪さを規定するものは,供給量の絶 

对的不思と狭隙性でもることはいうまでもない。 Octavia H i l lは，たとえいかに広くとも，一家族 

がー部屋に住む形式をやめさせ，少なくとも2 部屋に居住することを前提として，その事業を開始 

した。 ，

「訊ねてくる借家人にたいして， わたくしは， 全く不完全な設備と思われるものは貸さない

ことにした。借家人たちは，多 .ぐの場合，一部屋にたいして4バンリング仏っていたのにたいし,

われわれは， 4 シリング6 ペンスで2 部屋を貸すととができた。最初，彼らは，追加的な金額’

力:，いかに少ないものであるとはいえ， 2 部屋分として，より多くの金を払うことを，不必要

な支出と考えていた。しかしそのうちに， 2 部屋をもつことを愉快に惑ずるようになり，喜ん 
_  (13)

で支払うよ' うになったJ。

彼女は，その金銭上の成功が， 2 つの理由，第 1 に，中間業者が存在しないこと，第 2 に，家賞

の支払いについて非常に厳格にしたことであったとのべてレるが，後者こそ，やがて深刻な不況と

慢性的な大量失業の発生によって，大きな社会問題をひきおこした。すなわち，家賞支仏いの停滞

により，小資本で経営される貸家業は破綺し,'•その修理や改善が不可能のまま放置されi ついには

強制的に立ち退きの要求とならざるをえない。19世紀末ィギリス労働運動の異常な熱狂と哥まりの
' .

背後には，この深刻な住宅問題力’、あったことが，無視されてはならない。しかし住宅問題を含めて，
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不潔な衛生状態，低賞金, 売淫，め盗その他，労働貧民階級にまつわるさまざまの非行や悪徳を,

館潔な文章をもって暴露し告発することによって，. 当時の識者の良心に訴え，大きな波紋をつくり
し （15)

だしたのは，アンドル一. マ一ンズの小冊子* 「見棄てられたロンドンの悲瓶な叫びJ (The Bitter

Cry of Outcast London, London, 1 883)であったといわれる。

- このバンフレットは， フリート街， ジ :a — A ズ ，クラークという出版社 （James Claske and C o .,13

and14, Fleet Street).というところから， 1 ペニーの価格で売り出されたわずか2 0ページめもので

あり，その末尾のacknowledgement .には，「このパンスレットの販売か.らえられるいかなる利益も，,
.. 、 ひ 6)

London Congregational Union .の攻撃的な事業（the aggressive w ork )に捧げられるであろう，'と付

記されているところからして，この著者が，聖職者であることは明らかである。このパンフレット 

の内容の紹介に入るに先立ち，その背景について考察する必要がある。

1880年代までに，ロンドンにおける極端な過密状況は，まさに危機的な段階に達しでいたが，そ

れはひとつは, 1860年代までのロンドンを中心とする鉄道網の整備と* .大都市ロツドンにおける
(17)

第 3 次産業の発展が人ロの集中をもたらし，クロス法. (Cross A c t )およびトレソズ 法 （Torrens Act) 

によって，1872年から1885'年にかけて，少なくとも7 5 ,0 0 0人の住民が，中心部か'ら排除された 

とはいえ，過密状態は解消すべくもなかった。こうした過密状態が，.労働者住宅のまを深刻なも 

のとし，家質を昂騰させ，その貧金収入における比率をたかめることによって,労働者の家計を圧

迫したことはいうまでもない。労働者の住宅状況がどれほどひどかったか，極端な場合は，1,4人が
' . .  (18)

-*部屋に寝ることさえ行われ， 6 人から9 人は珍しい現象ではなかったといわれる。こうした悲惨

な状態を改善しようとして，すでにキリト教会の運動があるが，「見捨てられたロンドンの悲痛 

な叫びJ の著者は，このキリスト教運動の批判からはじめる。 . . . .

「今日のキリスト教会にもはやこれ以上希望のきざしをみないのと同じく，.キリスト教会は,
(19)

社会の貧しい見齋てられた階級にたいしてこれ以上の関心を示そうとはしないJ。

ロンドン市伝道協会（London City Mission)の役割は高くこれを評価.する'けれ.ども，'それは貧困， 

悲惨，不潔および不道徳の" 大暗黑地帯の淵にふれたにすぎないというのである。

「われわれは, 教会を建て，われわれの宗教をもってみずから慰め，千年王国が来ることを

注(15) * The Bitter Cry of Outcast London’ の箸者については，従来，William C. Prestonであるといわれている„ ま者 

は，この書物を，Bentley B. Gilbertめ労作，「大英国における国民保除の進展j (The Evolution of National Insurance 
in Great Britain, London, 1966, p, 2 8 )で知り,' 大英园Hf館 （British L ibray)で借り出し.’ ここでの引用は，もゥぱ 

らこれによる(記号82?5 bbb23) 。どころが，Gareth Stedman Jon esぼ，その力作，「見齋そられたロンドン—— ヴイ 

クトリア社会における諸階級の関係にかんする研究J (Outcast London, A Study in the Relationship between Classea 
in Victorian Society, Oxford, 1971のなかで，この箸者を. Andrew M earnsとしている。ここではMearns'とする

(16) Mearns The Bitter Cry of Outcast London, p. 20. •
Gareth Stedman Jones, Outcast London, p. 215.
Ibid,, p, 219,
Preston, ibid., p . 1.

(17)
(18) 
(19)
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Ibid., p. 2. 
Ibid., p. 5, 
Ibid" p. 6‘

イギリス国民保險制度の形成過程（その2 )

夢みているけれども，貧しい人々はいよいよ貧しくなり，おちぶれた人々はますますおちぶれ,

不道徳な人々ゆより一層腐败する。共同社会の最下層の人々を，われわれの教会や礼拝堂から
(20)

分離し，あらゆる快適さと文明から陽てるところの深淵が，拡がり.つ'? あるJ。

さらに著者は，「われわれキリスト教会がいろいろの貧民救済事業をしているではない力、。たと 

えぱ，伝道事寒をはじめ, 少年鑑別所や避難所あるいは禁酒協会運動(Temperanee Societies) .劇場 

サーヴィスなどをあげて反論することはできる。 しかし実際には，キリスト教にもとづく救世軍の 

運動は, これら0 運動を加えてみたととろで，為される必要のあるところのものの100分の1 , キ 

リスト教会によってなされうることの. 100分.の1 をなしているにすぎないJ と断言している。そし 

て以下に展開するロンドン貧民0 窮状についてンそれは特殊な例を選んだのではなく，また誇張で 

もないことを強調しつつ， 「教会への出席者のいちじるしい減少J , 「資民が住んでいる状態J, 「不 

道徳性」* r貧困J , 「心をひき裂くはど,りみじめさJ (heart-breaking misery), 「どのような提案かなさ 

れるべき々M などについて，論じられている。しかしとりわけ住宅のみじめな状況と，これと結びつ 

く売ぎやさまざまなあ罪についての描写は印象的である。

'，'「'これらり老朽した悪臭'の漂う木賛宿，（these rotten and. reeking, tenements houses)，の各部屋は，

1 家族, しばしぱ2 家族をさえいれる。衛生監督ぜの報告,によれば，ひとつの穴倉（cellar) の 

なかに父母と3 人の子供とそして4 P_5の膨が！ 他の部屋には，天然度を病んだ男がおり，彼 

の妻は,，8 回目の酷獄入り(conflnement) から丁度帰ったばかりであり，子供たちは，半ぱ裸で,, 

ほこりにまみれて歩きまわっている。他の部屋には，29歳以下の兄弟,：婦妹が居り，ともに住 

み> おいそして眠る。ここには，深夜まで，不道徳な目的のためにその部屋を貸すために，夕

方r なると早くもその子供たちを街頭に追い出す母親がいる。だが，このちわれな子供たちは,.
(2り

どとか他にかくれ場所がえられない場合には, ひそかにはい上ってくるJ。

：こめようにして，おどろくべき住宅条件の恶さは，疾病，売淫および◎ 盗などの媪床となり，「こ 

れらの過密状：f i  (overcrowding)のもっとも悲しい結果のひとつは，疋直な人々をも犯罪に結びつけ 

る結果をもたらすということであるJ。 こうした非行や不道徳を促進する耍因として，貧困,とり 

わけ長時間労働とこれと関遮して, 極端'な低質全状況があることは见逃しえない。著者は，つぎの 

ような衝撃的なこと-をのべている。 -

*■ 7 歳になる少年は, 盗によって，容易に週1 0 シリソグ6 ペンスをつくることができるこ 

とで知られている。マッチ箱製造というようなもので，どれだけVの少年が儲けられるであろ 

う力、。一 本 （a gross……a grossは1 2ダース…引用者註) で 2. 5 ペンスが得られるにすぎない。
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というのはマッチ箱の製造人は，そのために必要な燃料♦糊および糸までもま分で心配しなけ

れぱなちないからである。若い泥棒と同じくらいの稼ぎをするためには， 1 週間に，56束のマ
, (23)

ッチ箱, すなわち，1 ,296 箱のマッチ箱を製造しなければならないJ。

下請制の下での極端な低貧金が，少年を盗みにI S り立て，少女を売春に駆りたてる。/ わ れ わ れ

は, ッウィードのズボンをつくっている婦人に，一日にどれくらいの収入を# でいるのかと問うと，

1 シリングだという。 しかしこれは実に1 日1 7時間労働の結果としてであったことにおどろかざ

るをえないであろう。合同機械工組合に加入している熟練機械工は,おそらく 8 時間ないし 9 時間

労働として当時，少なくとも週35〜4 0 シリングを得ていたであろうと推測されるとすれぱ，これは

まさに半奴織的な低貧金というほかはない。 しかもわれわれがいまとこで物語っているのは，19世

紀初期の産業革命期，rみじめな3 0年代，飢餓の4 0年代J ('miserable thirties, himgry forties’）まさ

に，ェンゲルスが， rイギリス労働者階級の状態j において，. マシチ：Cスタレの労働者の悲惨な状

態を暴露した時代では)̂ぶく，「ヴィグトリァ黄金時代J として知られたイギリス择済社会の絶頂期，

すでにイギリス資本主義は，類廃のきざしをみせはじめたとはいえ，世紀末の繁栄に，人々は陶酔

していた時代である◊ あるいはこのような時代なれぱこそ，救いがたい貧困が下層社会を蔽い，道

德的顏廃が貧民の間に靡漫したといえるのかもしれない。 ■

われわれにとって衝撃的なことは， これらの貧民の生活状態の描写が， チームズ河畔のイース

ト. ェンド，'後にドック，ストライキによって，その存在が全世界に知られるに至った貧民街では

なく，むしろ中心の繁華街ともいうべきユ ー ストン，ロード，レスター，スクウェア，オックスフ

ォ^ ド. スト.リート， リr -ジェント，ストリートの周辺を中心にのぺられている.ことである。一■'歩,

裏通りに入れば, おそるべき貧困と道徳的類廃が，人々を戦傑さをたのであった。その叙述は，ま

ことに具体的であ! ^ また説得的である。果せるかな，このパンフレットは，当時の支配者はもと

より，ロンドン市民に深刻な衝動をあたえ，折からたかまりつつあった失業労働者の運動を中心と

する大示威運動は，自由党政府にたいし,伝統的な社会事業政策と社会政策の新しい方向転換をせ

まることとなったのである。 もちろん， この1884年頃から一般にたかまった社会問題認識と労働

者階級の覚醒が，直ちに国民保険制度成立につながるものではなく， 8 時間労働制や最低賃金制へ

の理論的，実践的認識が， 労働運動のなかに， 市民的最低限J の思i s として形づくられる'に至っ

て，はじめて，社会政策の方向転換が始まったのである。この過程を，労働市場と労働運励との関

連において追してみよう。

注(23) Ibid., p. 9.
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イギリス■ 民保険制度の形成過程 (をの2 )

(2 )

1 9世紀末に至るまでのイギリス産業史の上で, 1880年代にはロンドンは， ますますその重要性 

を失いつつあった。その理由のひとつは，チ^ ムズ河畔に発展した造船業が，船舶の大型化と錢鋼 

材をはじめとする資材入手の都合上，その中心をイングランド北部，あるいはスコットランドなど 

に移転したことによっている。すなわち，1865年に，2 7 ,0 0 0人といわれた造船業労働者は， 1871
(24) ■

年には9 ,0 0 0人に激減したといわれている。造船業をはじめ;^焚械金属産業を中心とする重工業めロ 

ンドンにおける衰退は，その地理的条件のほかに，高い地代と賞金そして燃料費，とくに造船業の 

場合には，何よりも鉄鋼業の中心地から遠g巨離であることもあり，]；9世紀末には，ロンドンには， 

みるべき重工業は存在しないという状況となった。ひとり重工業のみならず，糖，ジュートおよび 

皮本産業などの軽工業もまた衰微し，製靴業も，靴：！:組合の庄カによって，家内労働の利用が不可 

能とされたため，大規模な製靴会社は，ロンドンを去って，ノ一ザンプトンやレスターなどの地方 

都市に務転し，ロンドンは製造業全体が衰微し，後械 ♦ 金属産業の存在は，わずかに小規模金業に 

限られることとなった。 ,

しかし労働市場との関連においてみるなら,ぱ，ロンドンの産業の特徴は，小規模経営の軽工業と 

いう点だけでなく，雇用構造の特殊性，とりわけ季節的変化がその重要な要因をなしていたといわ 

れる。189 0年代におけるチヤ一ルス，プースの研究は， ロンドンを代表する産業が， 製 本 （book

binding), 製 紙 （paper-mamifacturing),印 刷 （printing)および機械（engineering)であるとしているが, 

雇主と従業員との比率は；T: 20 , すなわち， 一企業あたりの平均従業員は2 0名以内であゥ( ^ 1 わ 

ずかに北部大工業と比肩しうるものといえば，地方的もしぐは全国的独占を誇っているビール製造, 

ガス産業，武器製造，鉄道機関車および軍用衣服製造ぐらい0 もので，工場生産の庄倒的な部分は,

化学薬品，石驗，染色，機械製造，葉子製造，ゴム，率輔，封筒および印刷などの手工業を主力と 
(26) .

する零細企業であった。機械生産に適する産業は次第にロンドン中心部を去って郊外に移転し，従 

ってロンドンは， 1 9世紀末には，次第に r小親方」（‘small master*)の都市になる傾向を示した。 

このような傾向はすでに，19世紀半ば頃からみられた現象であっ 

何故，このような現象が顕著にみられたのであろう力、。考えられることはロンドンが一大消費都, 

市であり’，奢侈的な衣服，装飾品および生洁使益iSiの應大な需要があるにもかか; らず，これらの

注(24) Sidney Pollard, ‘ The Decline of Shipbuilding on the Thames/ Economic History Review, 2nd series, V ol.3 (1950 
〜1 ) , p. 88. (Gareth Stcdman Jones, Outcast London, Oxford, 1971, pp. 23—24).

(25) London 1891: Size of flrma—showingf number of employed to each employer in certain trades Stedman, Appendix, 
p. 375. Table 10 を参照。

(26) Charles Booth. Life and Labour 6f the People of London, 1902, 2nd series, Vol.5,れ104.
(27) Henry Mayhew, London Labour and the London Poor, 1861, V o l.3, p. 229.
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産業の規模は小さく，従って景気変動のみならず，季節的条件に左右され息い性質をもっていたか 

らである。これらの産業に従事する労働者の多くは，年間を通じて仕事を保障されることは稀で

り，従って，労働者のうち志のある者は，しばしば小親方として自立しようとしたし，たとえば,
(28)

洋服仕* 職人がわずかに1 ポンドの資本でま立することができたといわれ,かなりの資本を要する
(29〉

といわ.れた家具製造人（cabinet-maker)で、さえ，3 〜4 ポンドの資本で究分であった。このよう-にして,

楽器，玩具, 時針, ブラシ，医療機械製造, 鞍製造，製パン，菜子，車輔製造などの諸職業は，通 

常小親方によって経営されていたが，しかし, 生産の単位が小さく，はげししい競争によって支配 

される世界であると同時に, その最終完成品は，季節的に変励する需要に従わざるを免ないという 

性賀をもっていた。みずから熟練親方であるこれらの小経営者（ニ小親方）は，季節的に変動する需 

要と景気変動との関連のなかで，その経営に苦悩するが，たとえば，仕事が暇なときでも労働者を 

解雇せず，一日のうちきわめて短い時間だけ雇用するという政策をとる貴金愿製品および宝石関係 

の製造業者は，その職業上0 秘密が漏池することをおそれたのでもった。

だが，労働者を解雇することなしに, その経営を維持し免ない職業, たとえぱM ^yhewによれば, 

洋服仕立, 製靴，箱製造，婦人帽子製造, 婦人服仕立，造花，載および馬具製造，馬単製造などの

あくの職業は， 3 月と10月，イースターとクリスマスの時期前後にかけて繁忙を来たすが，やがて
(30)

この時期を過ぎると需要が減追し, とくに5 月から7 月までの間に，多くの労働者が解雇される。 

以上のように主として，奢侈品，使益品を主とする職業は，イースターおよびクリスマスをピーク 

として例年，循環をくり返し，售裕階級の関心が海浜に向う5 〜7 月頃は，需要が最低に落ちるわ 

けであり，こうした季節的変動が，景気後退と結びつくとき, 一̂時期的とほいえ深刻な不況となる。 

しかし同じく季節的条件の影響をうけるとしても，需要の側面ではなく , 原料の供給が，季節に 

よっては阻止されるたや, 生産過程が障言をうける場合がありうる。まず, I860年から9 0年に至 

る3 0年間，P ンドンにおいて成人男子労1 )力が9 0 %以下に下がったことのない建築業の場合は, 

冬期は日照時曲が少ないことと霜および霧などの気象条件の悪さのた.め，建築費が割高となるため,

大体において冬期には沈滞し，ペンキ，爐冗積みおよび大工などの仕事は職少し,低雇用状況とな 

(3り ------------      一 . — 一 ......... ..................  i般的には，労働者は多く解履る.。大企業の場合には，年間を通じて雇用の安定を維持しえたが,

され，その結娘，職種を変えなけれぱならない。 '

仕事のない夏には, ピアノ職人は箱製造人に，錫型製作ェは大工に,時計製造ェはガス計器製作

人に，また科学機械器具職人は電気器-具職人というように，半熟練もしくは不熟純労働者の場合に
(32) セ

は，各職® 問に融通性がありえたといわれる。このような季節的条件によって,その雇用状態かい

注(28) Beatrice Potter, *The Tailoring Trade’，in Booth, op' cit', series, Vol‘も p. 60.
(29) Henry Mayhew, ibid,* VoL 3, p, 229.
(30) Mayhew, ibid., V o l.2, p* 299*
(31) Mayhew, ibid., V o l.2, p. 298, 1892.
(32) Booth, op，eit,/ 2nd series, V o l.5, p. 260.
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ちじるしく変動しだ職業としては，懷冗積みエ，塗装エをはじめ，その他の建築業職糧，印刷，製 

本業，河岸労働，衣服および製靴業，家具，造船業，皮革，帽子，プラシ製遣業などを含み，ロン 

トンのほとんとり職業を網羅していたといわれ，.1880年代，季節的な失業（seasonable, unemployment) 

の比率は明らかではないが， Charles B o o thの計算によれば，閑散な週 (slack w eek )に，谏冗積み 

エやガス労働者の場合30〜35 % ,刷毛製造エやゴム製造エ（indian rubber)の場合には50〜6 0 % を 

占め，製本エ，鞍製造エ，石炭運搬人，シャツ製造エのように，もっとも高い場合には80〜90% を 

占めたといわれる。貴金属ないし装身具製造業のように，年間を通じて一^定の需要が見込まれる職 

業の場合には，継続的な雇用をつづけることは比較的容易であ☆たが，建築，家具，衣服,.履物お 

よび食品業めように, 需耍が一定せず，しかも不熟練労働者を履用すること力；可能な職業では，雇 

主は，継続的な雇用を望まず，しぱしぱ商品需耍がその最低を記録する7 月頃には解雇を行うこふ 

が"-般的であり，ごのため, 多額の資本を必要としない職業では，労働者は小親方として自立する 

ことによって，不安定雇用から自分を防衛したといわれる。’しかしそれだけではない。労働市場を 

不安定にしたいまひとつの重要な要因として，気▲条件がきわめて深刻な影響を及ぽしたことであ 

る。濃霧，霜そしてチームズ河の凍結というロンドン特有の気象条件が，労働市場にあたえた影響 

を考察したのはM a y h ewであった。

. すでにI860〜6 1年の冬，零下 1ァ度に下がり，しかも厳酷な冬は，たまたま穀物の不作と結びつ 

き，港か結水によって重大な障害をうけたため，原料の輸入が杜絶.し，生産が停滞した結果，労働 

者は街頭に放り出されることとなった。貧民は異常に増加しEast E n d ではしぱしば，パンを耍 

求する民衆の暴動がおこり，数年後のきびしい冬,しかも14作, . 周期的な沈滞およびロソドン造船 

業の崩壞という事態のなかで，1866〜7 年イ一スト，エンドにおいて自然発生的に暴動がおとハすこ 

これらの気象条件の悪化は，平常の状熊では，もっとも繁忙期を迎えるはずのチームズ河阜の石炭 

運搬人，はしけ人夫（ligMer-man)あるいは特殊な専門的労働者でないドック労働者にとって,もっ

注(33) Stedman, ibid., p. 41. , . .
( 3 4 ) これについて，労働にかんそる王委眞会の報告書はつぎのようにのべている。

し"般にこれらの諸職菜（ここでは， 衣服，イ匕学，建築およびその他の雑多な諸職第，委員会の分類でGROUP 
"び’ に該当するもめ….‘.引州ま註）は，直接的には，季節によって敬響をうけないけれども，例外としてtも建築お 

よびその,関迪職業，そしてさらに陶業，（the potters’ trades)が; る。だが，. これらの多くは，その性格上 > 季煎的 

(seasonal)て’あ)る。そして若干のものは，それ|お体（in their turn)不塊则でもるところの他の條業の変'動 (flucUmtion) 
に左右される。製パンエおよび览キ數造:！:の雇用は, 通常Dl則的でもるが，しかしロンドンにおいては，この職樂は8 
月および9 力には暇になる。……すでにのベたように，XI!築翦もはと/^どうねに季節と天候に左右される。それゆえ,

家具製造業（pabinet-makingf tm le s )は，ある程庇，季節的で，とくにある地力ではそうである。このようにして，

ロンドン地区では，》■平の最初の3 力月は, 大体にお、て非常に静ヵ、であるが，更には忙しくなり，8 月および9月には 

になる*そしてそれからクリス々スまでは良いフレンチ‘ ポ リ シ . ロンドン速合組合(London Alliance Society 
of French Polishers) it, %’部地区の 1̂：事は，季節: よび清歸に閲速して，議会の{jfj他クラプや大住宅にも，大いに 

左右される』とのぺている（Roy*al Commission on Labour, Answers tb the Schedule of Questions issued by the Roval 
Commission on Labour, GROUP "C". Textile, Clothing, Chemical, Building, and Miscellaneous Trades, June 1892. xl.)

3 3 (2 6 3 )
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とも.深刻な冬となり，彼らを暴動的な雰囲気に駆りたてるものでもった。力も，1880 年代になると， 

帆船に替って，蒸気船が海上運搬の主役として登場したため，，季節的な困窮は以後，それはど深刻 

なものとはならなかった。すなわち帆船の時代には，東風が強く吹いた場合，船は港にA ることが 

できず，これが，酷しい冬そしてさらに穀物不作や経済的沈滞と結びつくことによって，事態は， 

もっとも深刻となった。ともあれ，1890 年代半ぱまで，1879 年，188 0年，1886 年，i887 年，1891 

年そして1895年， これらの数年は， 気象条件の悪化と凶作，それにさらに不況が加わることによ 

って，労働者の困窮は深まり，失職した夫に代って，妻女や娘たちの大群を労働市場に放出するこ 

ととなり，労働市場に強烈な刺激をあたえると同時に，労働者階級の運動も，従来とは異なって新 

しい色彩を带びることとなる。

以上のように，1880年代における救いがたい貧困と，I884年に任命された「労働者階級の住宅r  

かんする王立委員会J (Royal Commission on the Housing of the Working Classes) の調查によって明ら 

かにされたロンドンにおける労働者住宅の劣悪さ，まさに「見棄てられたロソ ドソの悲ぽな叫びJ 

とが結びつくことによって，また他方，S D Fをはじめとする社会主義蓮動の労働者階級への訴えの 

はげしさによって，1886年，一大示威運動が展開され，当時の社会に深刻な衝動をあたえた。その 

意義は，一体どこにあったろう力、。

1883年 月 ， SDF (当時はまだDemocratic Federationと称していた）は，執行委員会の名において ,
(35)

国家扶助による有％マ£移民政策に反対して， 「失業労働者の国家による組織J という宣言•文を発ま

し，失業政策を批判している。これは，当時, 労働組合運励によって，ともすれぱ軽視されてきた 

失業問題に，正面から取り組んだ文書として，注目に値する。

「民主連盟執行委員会は, この® の全体にわたって， ますます増加しつつある失職した人々 

の雇用のための明確な提案をするために，明らかにつぎのことを讓認する。すなわち，このよ 

うな手段は，もし採用されたとしても，現在，失業している人々を助ける以外にははとんど何 

もなしえないということである。将来，このような不況の時期に終止符をうつためには，’労働 

者がみずから生産および分配の機関を掌握し，都市においても'田園においても, 鉱山, ; P 易お 

よび農場においても，社会全体の利益のためにみずからの労働を組織しなければならない。 

現下の困窮にかんしては，以下のことが提案される：——

1 . 政府関係従業員（Government，servant)は，何人も，. 現行の貧金下で 1 日8 時間より長 

い時問，廣用されることがないようにすること。とのことだけをもってしても，郵使局もし 

くは他の国家施設の通常の労働將-間が， 1 日，1 0時間から1 2時間あるいはそれ以上である 

という事庚に徴して，禅在の多くの失業者に仕事の合地をあたえるものとなろう0

2 . すべての未耕の王倾地もしくは他の土地, ’ あるいは熟純した; 業研究者（agrieultm'aliste)

注（35) Stato Organization of Unemployed Labour, as an Alternative to the Harmful Schedule of State-aided Emigration.
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<P意見によって，耕作によって充分採算がとれるところの，a 在は牧草地となっている土塊 

は，直ちに進步した機械によって，襄業になれているか，あるいは農業に従事することを選 

ぶ失業者によってi t 作されるようにすること。，そして, これらの労働者の賞金は，評価委員 

会 （board of assess^)rs)の判断によって，彼らおよび彼らの家族を健康に且つ安楽fe養うのに 

充分な貧金率で变払われること，また普通の食事の場合に必耍な食物は，原価で供給され， 

住居は，その場所で供与されること。このような農朝f p 業がら得られた利潤は，どのような 

‘ ものであれ，つねに，これに従事した人々の間に，公平に分配されること。

3 . 産業上の中心地の周辺で行われる重要な公共事業一一•労働者住£ {3 ,河岸の整備（enilmnk- 

ment of r iv er s) ,運河，水 路 （aqueducts)の建設~ ~ ~ は，遅滞することなく直ちにはじめられ 

なけれぱならない。そして生活費に比例して，農業労働者に支払われるのと同じ賞金率が， 

ここに履われる労働者にも支払われること，あるいはその給食は，上、のような卸売りの原則 

に基づいて行われること。 .

またもし，完了した仕事の評価について，この仕事に要したと思われる以上に，利潤が出 

ることが明らかになった場合には, 過去5 年間を平均して，同種の仕事にたいする賞金率で, 

これらの利潤は，労働者の問に，公平に分配されること。.

4 . それが可能な場所では，重労働のできない婦人もしくは男子にたいして，•同様な原則に 

もとづく輕い救:済ぎ業がはじめられること，あるいはこれらの労働者は，衣服もしくは他の 

仕事に雇用され，彼らは，その生産物を，国家を通じてこの国で働いている人々の生産物と 

交換できるユうにするとと。

5 . 最初の手続き''(theバnUial'proceedings)およ'び賃金支払いの費用は，ひと.しI/；'割合もしく 

は決定されうるような比率で，租税鱼担者および国家によってまかなわれなければならない。 

租税食担者にとって利益になることは，健全な身体の持主が,無益な救貧院の仕事に従わさ 

れるこ、とではなく，有利な報償の期待できる職業に従事することであろう9 また国家にとっ 

'て利雄なことは, . 永久的な貧困（permanent pauperism) 力も現下の不況によってもたらされな

いことであもう。それゆえ自治体と国家は，失業労働者を組織し，それによってその後の費 

用を節約しなければならない。 ,

国家が, 郵便局，電信所,审需工場(A rsenal),造船所および多くの工場を，組織的に見iff 

に運営するとき，組織もしくは管理にかんして，困難な問題は何もおこらないであろ 

この文書が，誰の筆によるものであるかは明らかではないが，ここには，少なくともつぎのよう 

な重要な問題が秘められていた◊ すなわち，この言は，まず，失業問題と住港間題そして貧困を，

注( 3 6 ) これはとくに，当時，Wakofteld等によりて唱えられていた枝民論であゥたと思われる（E.T. Wakefield,StokAWed 
Emigration made Self-Supporting, London. 1883.) ,

~— ' 35 (2S5^
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切り離すことのできない問題としてとりあつかっていることであろう。 しかもこの3 つの問題を相 

互に媒介する環として，土地問® の重要性を提起しているととでもる。ヘンリー• ジョージの*■進 

步と貧困J があたえた深甚な影響は，地代の法外な高さのために，家賞が哥腾し，熟純労働者さえ,

下層貧民への転落を示唆するものであったし，1884年から8 7 年にかけて長びく不況は，金属，機
(37)

械，造船，if匕学，繊維および印刷業をもっともひどい状態におとしいれた。かくして1880 年代の 

危機の特徴は，つぎの4 つの要因にわけることができる。（1》周期的不況，（2)伝統的な中核産業の衰 

退，（3)住宅条件の悪化》(4》社会主義運動の出現である。このような危機のたかまりは,ロシドンに 

住む労働者の大部分が，人間としてのミニマムの生活を.保障されていない状況認識からして，いつ, 

大衆的なポ咸運動あるいは暴動が勃発しかねない状勢となった。 .

1885〜6 年冬の寒さは3 0年以来の最低を記録し，屋外の仕事はすべて困難となり， ドックや建 

築業は, 操業を停止したため，多くの労働者は仕* を失い，困窮した労働者の群集によって, イ-  

ス ト ，エンドは不穏な状勢に包まれるに至った。S D F の指導者H. M. H yndm anは，この大衆的 

大示威運動とこれにつづく暴動の発端について，それは明らかに支配階級によって仕組まれたもの 

であることを指摘している。彼は，この事件の発端を, 砂糖精練所の倒産のために，多数の労働者 

が失業し，その結果，「公正取引連盟J (The Fair Trade League) i 呼ばれる担織が結成されたが，こ

の運動は， S D F，を中心とする社会主義による失業の救済に対抗しようとする資本家階級によゥて
(38)

補助された運動であり，これとS D F の運動の衝突が, やがて大事件に発展したとしている。この 

歴史的な事件の模様については, 多くの叙述をみることができる。

摘単な考察を加えるならぱ，1886年 2 月 8 日，公正取引連盟によって，失業者の集会が， トラフ 

ナルガー広場においてよびかけられたが，それは,失業の解決策として公共事業と保護関税を要求 

していた。S D Fは，保守党が失業者を利用して，反社会主義的な運動を展開するものであるとして 

これに介入し，その成功を妨げようとした。当然ながら， 2 つの組織的運動の間に衝突がおこった 

力，S S D F の指導者は混乱をさけるため，群1(1を,トラファルガ一広場からハイド，ィ《ークに導き，

ここで解散させようとしたが， しかしここで事件がおこゥた。 Pall M a l lで , Carlton C lu bの前 

を通りかかったとき，クラブ員が挑発的な-言動をしたため，投石が行われ，キがて示咸運®;は暴徒 

にかわり，み. James S tr e e tにおいては，クラブの窓ガラスは悉く破壊され，ピカディリ-■衡では 

掠海がキチわれた。S D F は完全に指導権を失い，群集は, ハイド* パークについても解散せず,染

法(37) Second Report of the Royal Commission into the Depression of Trade and Industry, pp. 1886, XXI, Appendix B,.
pp. 390〜

(3の H‘ M. Hyndman, The Record of an Adventurous Life, London, 1911, p. 400 び.
( 3 9 ) この示成運動については，tt. M, Hyndman © はかに*' F, Engels, Cori'espondence with theLafargues, 1959, Vol. 

I, pp. 333〜7. Tom Mann’s Memoirs, 1923, pp. 59〜60. E, P. Thompaon, William Morris, Romantie.to Revolutionary, 
1955, pp. 480~4, Bentley B. Gilbert, The EMution of National Insurance irt Great Britain, tho Origin of tho 
Welfare State, 1966, pp. 33〜 8 を参照。 ’
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イギリス国民保險制度の形成過程（その2 )

0 的もこ暴行を働き，ゥェスト. • ユンドは無警察状態となった。

この暴励的な連動の意義は，未ま有の慢性的央業によって，その最低生活を維持するととさえ困 

難となった失業者の不満の鎭積が暴発したものとされているが，その支配階級への深刻な影響とし 

ては，1 ) チヤ一チィスト運動の時期のそれと異なり， その攻撃が,，資本主義制度そのものに向け 

られていたことに衝撃を感じたこと，つぎに, ‘ 2 ) 従来の失業対策の根幹ともいぅべき救貧法が， 

構造的な失業の前にま•c)たく無意味な存在と化したこと， その結果として， 3) 従来の伝統的な社 

会政策ぺの反智と> 最低生活を保障する新しい形での社会改良策が考えられねぱならなかったこと， 

大体，以上のような認識を当時の自由党政府に迫ることとなった。その結果として，資本主義体制 

| ]体への攻撃をま和するために，ジg セフ . チェンバレンによって社会政策の必要が力説され，や 

がて，綜合的な社会保険制度の創設の計画が， ロ イ ド ，ジョージを中心とする自由党執行部によ っ 

て立案されるに至るのである。 しかU 独占段階に達し成熟した資本主義のネ盾に対処するために， 

社会事業はまったく無効でもり，最低生活の保障を前提とする社会政策とそ，必要不可欠であると 

とを支配階級に認識させるに役立った最大の契まはドック• ス ト ラ イ キ であり，この事件以後，シ 

一 ボーム‘ラウ ン ト リ ご や チ ヤ 一 ル ス . ブ ー ス を はじめとする最低生活の研究が，識者の間にたか  

まっていくのである。 . :

われわれはすでに, ISSO年代のイギリス経済社会の危機の原因を，I9 世紀末の長びく不況とその 

結果としての失業の深刻化，そして労働者階級の最低生活を保障すべき救貧法の破線のなかに見出 

した。とはいうものの, この場合，この時代における失業は，具体的にどのような形態をとったの 

であろう力、。一般に失業.者とは，就業労働者にたいして相対的に過剰な人t lであるが,そのうち何 

らかめ仕享に従事しながらも，その就業が景気恋動によって大きく左右され,景気循環を通じ好況 

と不況のサイクルのなかで就業と失業をくり返えす人々，そして失業中は，しばしば不完全就業者， 

もるいは半失業者の形をとる。われわれはこれを潜在的失業者と呼ぶことができよう。ところがこ 

れに反して，農閑期を利用する農村からの出稼ぎ労働者の如き，あるいは，夏期にはドック労働者 

として，履われ，冬の季節になると，ガスエとして働くというように，年間を通じて,’その仕事が 

定せず，その職糖を変える労働者は，これを流勘的過剰人口のなかに数えられる。 しかしこの階 

層の雇用は, 季節的に変動レながらも，一年のうち，一̂定期間はその仕事を確保できるし，また場 

合によっては,年間を通じて履用される機会を見出すこともありうる。. これに反して，停滞的過剰 

人口といわれる失業者部分は, いわば, 労働市場への入口を閉された人々，労卿者Pi級の最下層部 

分であり，社会事業の対象としていわゆる被救恤的窮民と呼ばれるそのなかには，生活能力を失っ

法(40) 1830’ 4 0 年代のヤーチイズムを4 ,心とする巡動は，その目標が普通選挙法の獲得に代表されるように，政治的権 

利の擁識という回が锁く, 体制资取問題は, 少数の指導者の胸に宿ゥて、たにすぎなかった。 しかし1880年代の運 

動の特徵は，社会主義巡動のま響もり，攻填が，個々の政治家や政党に向けられるよりは. 联低生維持の耍求，そ 

してこれを樊JJAするための体制のまギをま向していたことである。 、

， —— 37(267) —

m m m fWiwwiiifliiiiiMiiT«M7rrrrrmTiTr̂ -irŵr'TiTir̂ 'rTirr-'"rn-n-̂
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(41)
た老人，廃疾者をはじめ, 浮浪化した人々も含まれよう。1889年， ドタク•ストライキを行うこと 

tこよゥでホ衝滅したロンドンのドック労働者というのは,以上のような潜在的および流動的過 

剰人口を中'むとして，ィ" スト，ユソドの貧民家族であり，1886年の失藥者の示威運動とともに， 

社会政策り転換を方向づけた大事件というべきであろう力、。

いわゆるr不定期労働者J (Wsual labour')の間题については, すでに考察した速りである力，S こ 

れらの労働者の大部分は不熟練労働者から成り，熟練労働者めように，労働組合によって労働市場

を支配する力をまったくもってV、ない労働者で、ある。そこでいま, 1880年代r おける労働市場と労
V (42)

働連動との関連を理論的に整理するなら'ぱ, 1) 高貧金を誇る熟練労働者の上昇する樊質貧金と他

方，広範な.失業状態め慢延， 2 ) 資金の購買力は増大しズも，.長びく不況による失業の脅咸および 

国際競争の激化, 3 ) 貧民救助み点で， 有効とはなり得なくなった救貧法行政ということができよ 

5o . . . , '

:以上の前提の下で，188b年代の労働運動を考察するならぱ, 8 9 年めドック. ‘x トライキによって

頂点に達する不熟練労働者の運動を, さきめ理論的整理との関連でいえぱ，「好景気時代のストライ
(43)

キJ と規定することも，必ずしも不当ではない。しかしとれはしぱしぱ，この運動の主体となった 

不定期就業労働者ニ不熟練労働者の役割を軽視し, 失業政策の転換を政府に迫ることによって，独 

占資本主義下における社会政策としての失業保険および最低貧金制などのy、わゆるcivil minimum 

との関連を見失わせるごととなる。 ’
(44)

この争譲は，まことに自然発生的におこったものであり，サウス* ウェスト，インディアンのド

注( 4 1 ) この考察は，マルクス「資本論J 第1巻の叙述による。Marxはおそらく，1850〜60年代におけるロンドンおよびイ 

ングラy ドの失業状況の観察の下に， 「資本制蓄積の一般的法則」として，相対的過剰人口の现論を構想したものと思 

われるが，これは，I860年代のみならず, 1880年代にも妥当しうるJ1論でもる。ただ，1880年代には潜在的♦流動的. 
もるいは停滞的な過剩人ロそれぞれ力道層して，相;5：に区:別しがた、状況にお、て,きわめて広範な不熟練労働市場を 

つくっていたとこ’ろが問題である。

(42) 1880年代の労働運動の昂楊と，との時期の好景気現象（ニ高賃金）とを結びつけで, 労働&合連動と景気変、動との域 

，速を迫求することは典味もる問題といえよう。だが注意すべきことは，1880年代の労働運動の品楊は，団結め組織をも 

たぬ，あもC、はそのきわめて不-プ£分な不熟練労i ) 者，いわゆるcasual laboui• の運動でもり，労働組合一般の禾!]潤分配 

的な賃金求とは，本質的に異なる貨をおよび化-事の最低保障にゥたことである。このことを無槐して,好況が新組 

合述勘をもたらしたと結論するならは* ,それは，この時期のロンドンにおける労働市場にた10する認識を欠くこととな

. '(43) .. E nsorは， このストライキの意義について，つぎのように言っているf■同じ時期の多くの他のストライヤと同後， 

これほ，f繁栄期のストライキ』，Cproai>erity strike’）であ(ゥた。すなわちそれは，不況によって水準I■こ’おし下げら 

れようとする商7jC準の労働者の運動ではなく，膨服し行きすぎた繁栄を前に，それがつづくことにたいして，低水準 

の労働者が反抗したものである。しかも，このストライキは，教育をうけまだよく考える人々が，多くの労働者の生活 
状態が, V 、かに低1/、かを知りはじめた時におこったJ と0 ベて、、る （R. C. K. Ensor, England, 1870-1914, Oxford, 
1936, p. 2 0 5 ) .との叙述が，基*観的Jが奥と符合するとしても, ンドシ. ドック* ストライキの歴史的,意義を評せず* 
他の多くのストライキと同じものとしているめは正しくない„ . ,

( 4 4 ) 歴史的なロンド’ン. ド.ック* ストライキの研究としては，H. L, Smith and V. Nash', The Story of the Dockers’
Strike, London, 1890, H. H. Champion, Tho Great Dock Strike, London, 1890.が署名であ*るが,‘ そのは-かこれにな
れたものとしで， Tom MannV Memoirs, London, 1923, ,W. Thorn, My Lifea* Battle, London 1925. Ben Tillet, A 
Brief History of the Dockers' Union, Loiidon 1910, p. 9 , .最近.のものとして'は, . E. J. Hobsbawirt,.*General Labour 
Unions in Britain, 1889〜1914’，ICconbrtiic History Review, 1949, (*Labouring Men 所収)，H,A. Cl6gg,，.ん .J'ox 
and ん F. Thompson, A History ol British Trdde Unions since 1889, Oxford 1964, p. 59 if.
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イギリネ国民保険制度の形成過程（その2 )

ック労働者たちによる， ボーナス要求の提出に端を発したといわれるが， その背景には， イース 

ト，ユンドにおける絶望的な失業状態があった。これにつづいて1 時間6 ペンスの最低資金の保障, 

超過労働時間にたいする支払い， 1 日最低4 時間の仕# の保障，下請制の廃Ihなどの譜要求が,ぺ 

ン，チィレット（Ben T illet)をはじめとする指導者によって経営者に提出され，他のドッグにも接 

助を要請し, これにたいしてS D F の影響下にあり，沖仲士の組織化に従事していたトム，マン 

(Tom Marin)とジョシ. バ ン ズ （John Burns)が呼応した力V 不熟練.労働者の運動に好意をもたな 

かったロンド.ン労働組合評議会の書記ジョ一ジ• .シプトソ (George Shipton)は，その早.急なこ,とを 

理由に同調せず，ほとんど孤立無援のなかで闘われテこ。

好景気で，経営者が譲歩する金裕がったことや,，オーストラリアからの3 方ポソドに達する援 

助資金があったにせよ，従来，組織不可能と,考えられていた不熟練労働者が, そ0 要求のすべてを 

獲得し，その結果として，巨大なドック，波止場および河岸労働者一般組合(Dock, Wharf and River

side Labourers’ U nion)が結成され，不熟練労働者の連動を大きく前進させたことは, 各;に大きな 

衝撃をあたえた。その社会的な影響を，つぎの3 つにわけることができるであろう。何よりもまず, 

従来の伝統的な自由主義への反省，知識階級の社会改良政策への関心のたかまり，社会事業として 

の救貧法がら新たな社会改良政策への転換,すなわち職業紹介制度の導入や失ま保険法の制定への 

動き，そしてさらに国内問題としての社会政策およびアイノ'レランド自治と国際的問題としての対K 

ィッ外交の緊迫し複綜した状勢のなかで成熟し，腐朽化しつつある資本主義のために，強力な社会 

政策i 法の展開が不TiJ欠とされたのである。

■ • (経済学部教授〉 .

. ，， '  . . レ，. ‘ .-.

. .  ' . '  -

■ . . • " ； ： •'ド . '■...
. , ,  、- 、 . ■：，

■■ . . . . . ■ ■ •.. -

' . . . . . .  ' . マ. - . J
•      ，   ________________________________________

注(45) B, Webb, Our Partnership, London, 1948, p- 21* Paul Thoftii^on, Socialists, Liberals ftnd Labour, The Struggle 
for London. 1885〜1914, London. 1967, p. 50.
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